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（ ）平成１５年３月期 中間決算短信 連結

平成１４年１１月２５日

会 社 名 株式会社 上場取引所 な し長 崎 銀 行
コ ー ド 番 号 な し
(ＵＲＬ http://www.nagasakibank.co.jp/)
本 店 所 在 地 長崎市栄町３番１４号
代 表 者 役職名 取締役頭取

高 田 浩 司氏 名
問 合 せ 先 責 任 者 役職名 取締役総合企画部長

氏 名 ＴＥＬ（０９５）８２５－４１５１物 部 秀
中間決算取締役会開催日 平成１４年１１月２５日 特定取引勘定設置の有無 無
親会社名 株式会社 福 岡 シ テ ィ 銀 行 親会社における当社の株式保有比率 ５３.５ ％

１．平成１４年９月中間期の連結業績（平成１４年 ４ 月 １ 日 ～ 平成１４年 ９ 月３０日）
(1) 連結経営成績

経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 (当 期) 純 利 益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

１４年９月中間期 ４,１３２（△ １７.９） １０５（ －） ３６（ －）
１３年９月中間期 ５,０３４（ ０.４） △ ８８０（ －） △ ９３７（ －）
１４年３月期 ９,６４７ △ １,８５４ ９４０

潜 在 株 式 調 整 後１ 株 当 た り

株当たり中間 当期 純利益中間(当期)純利益 1 ( )
円 銭 円 銭

１４年９月中間期 ０ ８４ － －
１３年９月中間期 △ ２４ ３１ － －
１４年３月期 ２２ ９４ － －
(注)①持 分 法 投 資 損 益 平成14年9月中間期 －百万円平成13年9月中間期 －百万円 平成14年3月期 －百万円

②期中平均株式数（連結） 平成14年9月中間期 43,380,232株 平成13年9月中間期 38,577,083株 平成14年3月期 40,985,535株
③会計処理の方法の変更 無

④経常収益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2) 連結財政状態
連結自己資本比率

総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本
（国内基準）

百万円 ％ 円 銭 ％百万円
１４年９月中間期 ２５７,６９３ １１,２５８ ４.４ ２５９ ５５ ７.１９
１３年９月中間期 ３２１,８０１ ９,４８３ ２.９ ２１８ ３４ ５.０６
１４年３月期 ２６４,９１８ １１,０９１ ３.７ ２５５ ６６ ６.９３
(注)期末発行済株式数（連結） 平成14年9月中間期 43,378,663株 平成13年9月中間期 43,434,447株 平成14年3月期 43,382,283株

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営 業 活 動 に よ る 投 資 活 動 に よ る 財 務 活 動 に よ る 現金及び現金同等物
キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期 末 残 高

百万円 百万円 百万円百万円
１４年９月中間期 △ ６,０９５ ７,７２８ △ ０ １６,３３０
１３年９月中間期 ２,４３６ △ ４,３７５ ２,０２１ ９,３２９
１４年３月期 △ １３,７１１ ２０,０５０ ２,０１２ １４,６９７

(4) 連結範囲及び持分法の適用に関する事項
連結子会社数 ３社 － 社 － 社持分法適用非連結子会社数 持分法適用関連会社数

(5) 連結範囲及び持分法の適用の異動状況
連結 （新規） － 社 （除外） － 社 持分法（新規） － 社 （除外） － 社

２．平成１５年３月期の連結業績予想（ 平成１４年 ４ 月 １ 日 ～ 平成１５年 ３ 月３１日 ）

経 常 収 益 経 常 利 益 当期純利益

百万円 百万円 百万円
通 期 ７,５００ ２００ ５０

（参 考) １株当たり予想当期純利益（通期） １ 円 １５ 銭
※上記の予想の前提条件その他の関連する事項については、本資料の３頁をご参照ください。
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１．当期の概況

当期の我が国経済は、企業収益に改善の兆しがみられ、設備投資も下げ止まりつつある等、一部に

緩やかな持ち直しの動きが見られたものの、厳しい雇用・所得環境のもとで個人消費は弱めの動きを

続け、住宅投資も低調に推移する等、環境は厳しさを増しております。

一方、金融環境につきましては、日本銀行による金融緩和策により、市場金利は長・短金利ともに

低水準で推移いたしました。

このような金融経済情勢の中で、当行は株式会社福岡シティ銀行との経営統合からほぼ１年を経過

いたしました。

この間統合効果を最大限に追求し、同行の先進的経営ノウハウの吸収、新商品発売による営業基盤

の拡大、同行への福岡県内店舗の営業譲渡など、経営全般の合理化・効率化に努めてまいりました。

この結果、平成１４年９月期の経営成績は以下のとおりとなりました。

（１）連結

当行の連結対象子会社は、株式会社ながさきビジネスサービス、株式会社長崎総合リース、株式会

社ながさきバンクカードの３社であります。

連結ベースの損益は、経常収益は、福岡県内店舗の営業譲渡の影響などから前中間期比９億円減収

の４１億円となりました。経常利益は、営業基盤の拡大や経営の合理化策等による収益性の改善から

前中間期比９億円増益の１億円、中間純利益は前中間期比９億円増益の３６百万円となりました。

（２）単体

① 預金は、本年３月末の福岡県内店舗の営業譲渡の影響から、期中平均残高は前中間期比６５４

億円減少、期末残高では前中間期比６０３億円減少して、２,３８９億円となりました。

しかし、福岡県内店舗の営業譲渡の影響を除くと、個人預金を中心とした積極推進により、期

末残高は前中間期比１１９億円増加いたしました。

② 貸出金は、福岡県内店舗の営業譲渡の影響や、債権流動化等による不良債権の最終処理を促進

したことなどから、期中平均残高は前中間期比２８４億円減少、期末残高は前中間期比２４４億

円減少して、１,９５９億円となりました。

しかし、福岡県内店舗の営業譲渡の影響を除きますと、地元の中小企業や個人を中心としたリ

テール商品の積極推進により、期末残高は前中間期比１６２億円増加いたしました。

③ 損益状況は、厳しい金融環境のもとで、統合効果の追求、営業基盤拡大による収益力強化な

ど、経営全般の合理化・効率化に努めるとともに、資産の健全性維持のため資産自己査定に基づ

く償却・引当を厳格に実施いたしました。

この結果、経常収益は前中間期比６億円減収の３７億円、経常利益は前中間期比１０億円増益

の２億円、中間純利益は前中間期比１１億円増益の２億円となりました。
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（３）平成１５年３月期の見通し

平成１５年３月期は、引き続きリテール部門を中心とした営業基盤の拡大と経営全般の合理

。化・効率化などに取組み、連結経常利益２億円、連結当期純利益５０百万円を見込んでおります

単体では、経常利益２億円、当期純利益１億円を見込んでおります。

。なお、上記の見通しは、経営環境の変化等により変動する可能性があることにご留意ください

２．配当について

当行は、銀行経営の公共性と健全性の観点から、内部留保の充実に努めるとともに、配当につきま

しても安定配当を基本方針としております。

しかしながら、当行は平成１３年３月期において利益準備金等を取り崩し、その回復にしばらく時

間を要しますので、今中間期につきましては誠に遺憾ながら引き続き無配とさせていただきます。

。今後は、現在取り組んでおります経営改革を更に推し進め、早期安定配当に向け努めてまいります

３．今後対処すべき課題

金融機関を取り巻く環境は、会計制度や金融制度改革の進展、ペイオフ解禁、不良債権最終処理の

促進等、今後一層の厳しさが予想されます。また、株式会社福岡シティ銀行と株式会社西日本銀行

は、平成１６年１０月を目処に合併することに合意いたしました。

このような経営環境の中、当行は引き続き営業基盤の拡充と経営全般の合理化・効率化による収益

力の強化に努め、強固な財務基盤を構築してまいります。

また、経営統合効果を最大限に追求し、より良質な金融サービスの提供に努め、これまで以上に地

域の発展に寄与してまいります。

長崎銀行［連結］



                                           株式会社 長 崎 銀 行
（単位：百万円）

科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

（　資　産　の　部　） （　負　債　の　部　）

現 金 預 け 金 28,788         預 金 238,730        

商 品 有 価 証 券 10             借 用 金 1,622          

有 価 証 券 26,443         そ の 他 負 債 1,136          

貸 出 金 196,418        退 職 給 付 引 当 金 472            

そ の 他 資 産 1,227          再評価に係る繰延税金負債 1,413          

動 産 不 動 産 9,358          支 払 承 諾 3,058          

繰 延 税 金 資 産 3,077          

支 払 承 諾 見 返 3,058          

貸 倒 引 当 金 △10,690       

負 債 の 部 合 計 246,434        

（少 数 株 主 持 分）

少 数 株 主 持 分 -              

（　資　本　の　部　）

資 本 金 5,120          

資 本 剰 余 金 3,167          

利 益 剰 余 金 1,389          

土 地 再 評 価 差 額 金 1,973          

株 式 等 評 価 差 額 金 △360          

自 己 株 式 △31           

資 本 の 部 合 計 11,258         

資 産 の 部 合 計 257,693        負債、少数株主持分及び資本の部合計 257,693        

中　間　連　結　貸　借　対　照　表

平成１４年９月３０日現在
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注１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っておりま

す。

３．有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法 、）

その他有価証券のうち時価のあるものについては中間連結決算日の市場価格等に基づく時価

法（売却原価は移動平均法により算定）、時価のないものについては移動平均法による原価

法又は償却原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額については、全

部資本直入法により処理しております。

４．当行の動産不動産の減価償却は、定率法を採用し、年間減価償却費見積額を期間により按

分し計上しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建 物 １０年～５０年

動 産 ３年～２０年

連結子会社の動産不動産については、リース資産はリース期間を償却年数とし、リース資

産の見積処分価額を残存価額とする定額法、その他は資産の見積耐用年数に基づき主として

定率法により償却しております。

５．自社利用のソフトウェアについては、当行及び連結子会社における利用可能期間（５年）

に基づく定額法により償却しております。

６．当行の外貨建資産・負債は、中間連結決算日の為替相場による円換算額を付しておりま

す。

外貨建取引等の会計処理につきましては、従来 「銀行業における外貨建取引等の会計処、

理に関する当面の会計上及び監査上の取扱い （日本公認会計士協会業種別監査委員会報告」

第20号）を適用しておりましたが、当中間連結会計期間からは「銀行業における外貨建取

引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い （日本公認会計士協会業種別監査委員」

会報告第25号）を適用しております。

なお、この適用に伴う影響はありません。

７．当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しておりま

す。

破産、特別清算等、法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」とい

う）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という）の債権

については、下記直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可

能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、

今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、債権額か

ら、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務

者の支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権につい

ては、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しておりま

す。

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該

部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の

引当を行っております。

なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の

評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債

権額から直接減額しており、その金額は６,２９９百万円であります。

連結子会社の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と

認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額をそれぞれ引き当てております。

長崎銀行［連結］
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８．退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認めら

れる額を計上しております。

なお、数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期

間内の一定の年数（１５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年

度から費用処理しております。

また、会計基準変更時差異（１,０５０百万円）については、１５年による按分額を費用

処理することとし、当中間連結会計期間においては同按分額に１２分の６を乗じた額を計上

しております。

９．当行及び連結子会社のリース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。

１０．当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

１１．動産不動産の減価償却累計額 ２,９４４百万円

１２．動産不動産の圧縮記帳額 ３８３百万円

１３．貸出金のうち、破綻先債権額は３,６９６百万円、延滞債権額は２０,５１９百万円であり

ます。

なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の

事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなか

った貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のう

ち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号のイからホまでに掲げる事

由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。

また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建

又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

１４．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は５５百万円であります。

なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上遅

延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

１５．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は９,５０４百万円であります。

なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利

の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを

行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものでありま

す。

１６．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は

３３,７７５百万円であります。

なお、１３．から１６．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱１７．

い （日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 号）にもとづき金融取引として処理し」 24
ております。これにより受け入れた商業手形は、売却又は（再）担保という方法で自由に

処分できる権利を有しておりますがその額面金額は３,２７１百万円であります。

長崎銀行［連結］
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１８．担保に供している資産は次のとおりであります。

担保に供している資産

現金預け金 １１６百万円

有価証券 ２９百万円

貸出金 ３,２５１百万円

動産不動産 １,６８３百万円

担保資産に対応する債務

借用金 １,３０１百万円

上記のほか 為替決済や公共料金収納取扱等の担保として 現金預け金４百万円及び有価、 、

証券８,９６１百万円を差し入れております。

なお、動産不動産のうち保証金権利金は６８９百万円であります。

１９．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地

の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰

延税金負債 として負債の部に計上し これを控除した金額を 土地再評価差額金 として資」 、 「 」

本の部に計上しております。

再評価を行った年月日 平成１０年３月３１日

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（平成10

年３月31日公布政令第119号）第２条第４

号に定める地価税法（平成３年法律第６９

号）第１６条に規定する地価税の課税価格

の計算の基礎となる土地の価額を算定する

ために国税庁長官が定めて公表した方法に

より算定した価額に合理的な調整を行って

算出

２０．１株当たりの純資産額 ２５９円５５銭

２１．有価証券の時価、評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これらには、「有価

証券」のほか 「商品有価証券｣が含まれております。以下２４．まで同様であります。、

売買目的有価証券

中間連結貸借対照表計上額 10百万円

当中間連結会計期間の損益に含まれた評価差額 0

その他有価証券で時価のあるもの

取得原価 中間連結貸借 評価差額

対照表計上額 うち益 うち損

株式 2,367百万円 1,856百万円 510百万円 54百万円 565百万円△

債券 23,850 24,050 199 214 14

国債 16,812 16,965 152 160 7

社債 7,037 7,084 47 54 7

その他 257 207 50 - 50△

合計 26,475 26,114 360 269 630△

なお、上記の評価差額△３６０百万円を「株式等評価差額金」に計上しております。

２２．当中間連結会計期間中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。

売却額 売却益 売却損

12,974百万円 281百万円 9百万円

２３．時価のない有価証券のうち、主なものの内容と中間連結貸借対照表計上額は、次のとおり

であります。

内容 中間連結貸借対照表計上額

その他有価証券

非上場株式(店頭売買株式を除く) 328百万円
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２４．その他有価証券のうち満期があるものの期間ごとの償還予定額は次のとおりであります。

１年以内 １ 年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

債券 4,741百万円 8,917百万円 349百万円 10,042百万円

国債 22 6,662 238 10,042

社債 4,719 2,254 110 -

その他 - 13 108 -

合計 4,741 8,930 457 10,042

２５．当座貸越契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件に

ついて違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。こ

れらの契約に係る融資未実行残高は、３７,７６３百万円であります。このうち原契約期間

が１年以内のものが７,２２７百万円あります。

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残

高そのものが必ずしも当行及び連結子会社の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるもの

ではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全、その他相当の事

由があるときは、当行及び連結子会社が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の

減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じ

て不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定めてい

る行内（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全

上の措置等を講じております。

銀行法施行規則別紙様式が「銀行法施行規則の一部を改正する内閣府令 （平成14年10月２６． 」

15日付内閣府令第63号）により改正されたことに伴い、以下のとおり表示方法を変更して

おります。

(1) 前中間連結会計期間において区分掲記していた「再評価差額金」は、当中間連結会

計期間からは「土地再評価差額金」として表示しております。

(2) 前中間連結会計期間において区分掲記していた「評価差額金」は、当中間連結会計

期間からは「株式等評価差額金」として表示しております。

(3) 前中間連結会計期間において資本の部は、「資本金」、「資本準備金」及び「連結剰

余金」として区分掲記しておりましたが、当中間連結会計期間からは、「資本金」、

「資本剰余金」及び「利益剰余金」として表示しております。

長崎銀行［連結］



 (単位：百万円)

4,132     

3,278     

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） (   3,123)

（うち有価証券利息配当金） (     153)

204       

538       

111       

4,026     

244       

（ う ち 預 金 利 息 ） (   209)

313       

437       

2,462     

569       

105       

143       

222       

26        

11        

△21      

36        

注１.　 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。                 
注１. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。                 
　２．１株当たりの中間純利益金額    　０円８４銭
  ３．「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額２７５百万円、株式等償却２７２百万円を含んでおります。

経 常 収 益

科　　　　　　目

   株式会社 長 崎 銀 行

中　間　連　結　損　益　計　算　書

平成１４年　４月　１日から
平成１４年　９月３０日まで

金　　　　　　額

そ の 他 経 常 収 益

資 金 調 達 費 用

役 務 取 引 等 費 用

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

経 常 費 用

そ の 他 業 務 費 用

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

経 常 利 益

特 別 利 益

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益
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(単位：百万円)

金　　　　　　額

3,167                               

3,167                               

1,322                               

66                                  

中 間 純 利 益 36                                 

土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額 30                                 

1,389                               

注 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
  ２．銀行法施行規則別紙様式が「銀行法施行規則の一部を改正する内閣府令（平成14年10月1
    日付内閣府令第63号）」により改正されたことに伴い、当中間連結会計期間からは「（資本
    剰余金の部）」および「（利益剰余金の部）」に区分して記載しております。　

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）

資 本 剰 余 金 期 首 残 高

資 本 剰 余 金 中 間 期 末 残 高

（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）

利 益 剰 余 金 中 間 期 末 残 高

利 益 剰 余 金 期 首 残 高

利 益 剰 余 金 増 加 高

科　　　　　　目

中　間　連　結　剰　余　金　計　算　書

平成１４年　４月　１日から
平成１４年　９月３０日まで

株式会社 長 崎 銀 行
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      株式会社 長 崎 銀 行
（単位：百万円）

科                       目 金                額
Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー    ―――――――――――

税金等調整前中間純利益 26                        
減価償却費 73                        
貸倒引当金の減少額 △ 944                    
退職給付引当金の増加額 127                       
資金運用収益 △ 3,278                  
資金調達費用 244                       
有価証券関係損益（△） 161                       
為替差損益（△） △ 0                      
動産不動産処分損益（△） 47                        
貸出金の純増（△）減 1,634                     
預金の純増減（△） 3,665                     
借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減（△） △ 2,396                  
預け金（日銀預け金を除く）の純増(△)減 △ 59                     
コールマネー等の純増減（△） △ 8,000                  
資金運用による収入 3,339                     
資金調達による支出 △ 222                    
その他 △ 480                    
小計 △ 6,061                  
法人税等の支払額 △ 33                     
営業活動によるキャッシュ・フロー △ 6,095                  

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー    ―――――――――――
有価証券の取得による支出 △ 8,619                  
有価証券の売却による収入 13,265                    
有価証券の償還による収入 1,672                     
動産不動産の取得による支出 △ 18                     
動産不動産の売却による収入 1,377                     
その他 50                        
投資活動によるキャッシュ・フロー 7,728                     

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー    ―――――――――――
自己株式の取得による支出 △ 0                      
財務活動によるキャッシュ･フロー △ 0                      

Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 0
Ⅴ現金及び現金同等物の増加額 1,632                     
Ⅵ現金及び現金同等物の期首残高 14,697                    
Ⅶ現金及び現金同等物の中間期末残高 16,330                    
注１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　２．「現金及び現金同等物」は、中間連結貸借対照表上の「現金預け金」のうち現金及び日本銀

　　行への預け金であります。

　３．「現金及び現金同等物」の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

    との関係は次のとおりであります。

　　  現金預け金勘定　　　　　　　　　　２８,７８８百万円

　　  日銀預け金以外の預け金        △　１２,４５７百万円

      現金及び現金同等物　　　　　　　　１６,３３０百万円

中間連結キャッシュ・フロー計算書

平成１４年　４月　１日から
平成１４年　９月３０日まで
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平成１５年３月期 個別中間財務諸表の概要

平成１４年１１月２５日

会 社 名 株式会社 上場取引所 な し長 崎 銀 行
コ ー ド 番 号 な し
(ＵＲＬ http://www.nagasakibank.co.jp/)
本 店 所 在 地 長崎市栄町３番１４号
代 表 者 役職名 取締役頭取

高 田 浩 司氏 名
問 合 せ 先 責 任 者 役職名 取締役総合企画部長

氏 名 ＴＥＬ（０９５）８２５－４１５１物 部 秀
中間決算取締役会開催日 平成１４年１１月２５日 中間配当制度の有無 有

有（1単元 1,000株）中 間配 当 支 払 開始 日 平成 － 年 － 月 － 日 単元株制度採用の有無

１．平成１４年９月中間期の業績（平成１４年 ４ 月 １ 日 ～ 平成１４年 ９ 月３０日）
(1) 経 営 成 績

経 常 収 益 経 常 利 益
百万円 ％ 百万円 ％

１４年９月中間期 ３,７７０（△ １４.７） ２０９（ － ）
１３年９月中間期 ４,４１９（ ３.２） △ ８４２（ － ）
１４年３月期 ８,３１０ △ ２,７１７

１ 株 当 た り
中 間 (当 期) 純 利 益

中間(当期)純利益
百万円 ％ 円 銭

１４年９月中間期 ２１０（ － ） ４ ８５
１３年９月中間期 △ ８９６（ － ） △ ２３ ２２
１４年３月期 ８０ １ ９６
(注)①期中平均株式数 平成14年9月中間期 43,380,232株 平成13年9月中間期 38,577,083株 平成14年3月期 40,985,536株

②会計処理の方法の変更 無
③経常収益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2) 配 当 状 況
１ 株 当 た り １ 株 当 た り

中 間 配 当 金 年 間 配 当 金
円 銭 円 銭

１４年９月中間期
１３年９月中間期
１４年３月期

(3) 財 政 状 態
自己資本比率

総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本
（国内基準）

百万円 ％ 円 銭 ％百万円
１４年９月中間期 ２５５,４３０ １０,１９８ ４.０ ２３４ ２７ ６.６２
１３年９月中間期 ３１６,３１１ ９,１４７ ２.９ ２１０ １４ ５.０１
１４年３月期 ２６０,４４３ ９,８５６ ３.８ ２２７ １９ ６.３４
(注)①期末発行済株式数 平成14年9月中間期 43,530 000株 平成13年9月中間期 43,530,000株平成14年3月期 43,530,000株

②期末自己株式数 平成14年9月中間期 151,337株 平成13年9月中間期 95,553株 平成14年3月期 147,717株

２．平成１５年３月期の業績予想（ 平成１４年 ４ 月 １ 日 ～ 平成１５年 ３ 月３１日 ）
１株当たり年間配当金

経常収益 経常利益 当期純利益
期 末

百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭
通 期 ７,１００ ２００ １００

（参 考) １株当たり予想当期純利益（通期） ２ 円 ２９ 銭
※上記の予想の前提条件その他の関連する事項については、本資料の３頁をご参照ください。
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                                           株式会社 長 崎 銀 行
（単位：百万円）

科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

（　資　産　の　部　） （　負　債　の　部　）

現 金 預 け 金 28,659         預 金 238,963        

商 品 有 価 証 券 10             借 用 金 197            

有 価 証 券 26,102         そ の 他 負 債 916            

貸 出 金 195,960        退 職 給 付 引 当 金 467            

そ の 他 資 産 911            特 定 債 務 者 支 援 引 当 金 90             

動 産 不 動 産 7,665          再評価に係る繰延税金負債 1,413          

繰 延 税 金 資 産 3,077          支 払 承 諾 3,182          

支 払 承 諾 見 返 3,182          

貸 倒 引 当 金 △10,139       

負 債 の 部 合 計 245,232        

（　資　本　の　部　）

資 本 金 5,120          

資 本 剰 余 金 3,167          

資　 本　 準　 備　 金 3,167          

利 益 剰 余 金 325            

中 間 未 処 分 利 益 325            

  (中  間  純　 利　益) (210)

土 地 再 評 価 差 額 金 1,973          

株 式 等 評 価 差 額 金 △357          

自 己 株 式 △31           

資 本 の 部 合 計 10,198         

資 産 の 部 合 計 255,430        負 債 及 び 資 本 の 部 合 計 255,430        

中　間　貸　借　対　照　表

平成１４年９月３０日現在
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注１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っておりま

す。

３．有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額

法）、子会社・子法人等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち時

価のあるものについては中間期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法に

より算定）、時価のないものについては移動平均法による原価法又は償却原価法により行っ

ております。なお、その他有価証券の評価差額については、全部資本直入法により処理して

おります。

４．動産不動産の減価償却は、定率法を採用し、年間減価償却費見積額を期間により按分し計

上しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建 物 １０年～５０年

動 産 ３年～２０年

５．自社利用のソフトウェアについては、行内における利用可能期間（５年）に基づく定額

法により償却しております。

６．外貨建資産・負債は、中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。

外貨建取引等の会計処理につきましては、従来 「銀行業における外貨建取引等の会計処、

理に関する当面の会計上及び監査上の取扱い （日本公認会計士協会業種別監査委員会報告」

第20号）を適用しておりましたが、当中間期からは「銀行業における外貨建取引等の会計

処理に関する会計上及び監査上の取扱い （日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25」

号）を適用しております。

なお、この適用に伴う影響はありません。

７．貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。

破産、特別清算等、法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」とい

う）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という）の債権

については、下記直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可

能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、

今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、債権額か

ら、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務

者の支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権につい

ては、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しておりま

す。

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該

部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の

引当を行っております。

なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の

評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債

権額から直接減額しており、その金額は６,２９９百万円であります。

８．退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づき、当中間期末において発生していると認められる額を計上しており

ます。

なお、数理計算上の差異については、各発生年度の従業員の平均残存勤務期間内の一定の

年数（１５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌期から費用処理すること

としております。

また、会計基準変更時差異（１,０５０百万円）については、１５年による按分額を費用

処理することとし、当中間期においては同按分額に１２分の６を乗じた額を計上しておりま

す。
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９．特定債務者支援引当金は、再建支援を行っている特定の債務者に対し、将来発生する支援

額を合理的に見積もり、必要と認められる額を引き当てております。なお、この引当金は商

法第２８７条ノ２に規定する引当金であります。

１０．リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。

１１．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

ただし、動産不動産に係る控除対象外消費税等は個々の資産の取得原価に算入しておりま

す。

１２．動産不動産の減価償却累計額 ２,６８６百万円

１３．動産不動産の圧縮記帳額 ３８３百万円

１４．貸出金のうち、破綻先債権額は２,６２０百万円、延滞債権額は２２,６７１百万円であり

ます。

なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の

事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなか

った貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のう

ち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号のイからホまでに掲げる事

由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。

また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建

又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

１５．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は５０百万円であります。

なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上遅

延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

１６．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は８,４３６百万円であります。

なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利

の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを

行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものでありま

す。

１７．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は

３３,７７９百万円であります。

なお、１４．から１７．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱１８．

い （日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号）にもとづき金融取引として処理し」

ております。これにより受け入れた商業手形は、売却又は（再）担保という方法で自由に

処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は３,２７１百万円であります。

１９．為替決済や公共料金収納取扱等の担保として、現金預け金４百万円及び有価証券

８,９６１百万円を差し入れております。

また、動産不動産のうち保証金権利金は６８６百万円であります。

２０．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地

の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰

延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として

資本の部に計上しております。

再評価を行った年月日 平成１０年３月３１日

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（平成10

年３月31日公布政令第119号）第２条第４

号に定める地価税法（平成３年法律第６９

号）第１６条に規定する地価税の課税価格

の計算の基礎となる土地の価額を算定する

ために国税庁長官が定めて公表した方法に

より算定した価額に合理的な調整を行って

算出
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２１．有価証券の時価、評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これらには、「有価

証券」のほか 「商品有価証券｣が含まれております。以下２４．まで同様であります。、

売買目的有価証券

中間貸借対照表計上額 10百万円

当中間期の損益に含まれた評価差額 0

その他有価証券で時価のあるもの

取得原価 中間貸借対照表 評価差額

計 上 額 うち益 うち損

株式 2,355百万円 1,847百万円 508百万円 54百万円 563百万円△

債券 23,508 23,709 200 214 13

国債 16,812 16,965 152 160 7

社債 6,696 6,744 48 54 6

その他 257 207 50 - 50△

合計 26,122 25,764 357 269 627△

なお、上記の評価差額△３５７百万円を「株式等評価差額金」に計上しております。

２２．当中間期中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。

売却額 売却益 売却損

12,804百万円 281百万円 9百万円

２３．時価のない有価証券のうち、主なものの内容と中間貸借対照表計上額は、次のとおりであ

ります。

内容 中間貸借対照表計上額

子会社・子法人等株式及び関連会社株式

子会社・子法人等株式 10百万円

その他有価証券

非上場株式(店頭売買株式を除く) 327

２４．その他有価証券のうち満期があるものの期間ごとの償還予定額は次のとおりであります。

１年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

債券 4,431百万円 8,887百万円 349百万円 10,042百万円

国債 22 6,662 238 10,042

社債 4,409 2,224 110 -

その他 - 13 108 -

合計 4,431 8,900 457 10,042

２５．当座貸越契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件に

ついて違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。こ

れらの契約に係る融資未実行残高は、３５,４８３百万円であります。このうち原契約期間

が１年以内のものが７,２２７百万円あります。

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残

高そのものが必ずしも当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。

これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全、その他相当の事由があるときは、

当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項

が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴

求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等

を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
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２６．銀行法施行規則別紙様式が「銀行法施行規則の一部を改正する内閣府令」（平成14年 月10

日付内閣府令第 号）により改正されたことに伴い、以下のとおり表示方法を変更してお15 63

ります。

(1) 前中間期において区分掲記していた「再評価差額金」は、当中間期からは「土地再

評価差額金」として表示しております。

(2) 前中間期において区分掲記していた「評価差額金」は、当中間期からは「株式等評

価差額金」として表示しております。

(3) 前中間期において資本の部は、「資本金」、「法定準備金」及び「剰余金」として区

分掲記しておりましたが、当中間期からは、「資本金」、「資本剰余金」及び「利益剰

余金」として表示しております。



 (単位：百万円)

3,770     

3,228     

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） (   3,074)

（うち有価証券利息配当金） (     153)

191       

269       

81        

3,560     

212       

（ う ち 預 金 利 息 ） (     209)

297       

168       

2,452     

430       

209       

143       

153       

199       

10        

△21      

210       

84        

30        

325       

注１. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。                 
  ２．「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額１３５百万円、株式等償却２７２百万円を含んでおります。

中　 間　 損　 益　 計　 算　 書

平成１４年　４月　１日から
平成１４年　９月３０日まで

金　　　　　　額

経 常 収 益

科　　　　　　目

   株式会社 長 崎 銀 行

そ の 他 経 常 収 益

資 金 調 達 費 用

役 務 取 引 等 費 用

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

経 常 費 用

そ の 他 業 務 費 用

特 別 損 失

税 引 前 中 間 純 利 益

経 常 利 益

特 別 利 益

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額

前 期 繰 越 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

中 間 未 処 分 利 益

中 間 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額
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Ⅰ.平成１４年度中間決算の概況

１．損益状況

【単体】 　　　　　（百万円，％）

１３年中間期 増減率

１３年中間期比

3,011         △551         3,562         △ 15.46

3,015         △316         3,331         △ 9.48

△106         △130         24            △ 541.66

-             -             -             -       

101           △104         205           △ 50.73

2,361         △382         2,743         △ 13.92

1,317         △276         1,593         △ 17.32

921           △94          1,015         △ 9.26

123           △10          133           △ 7.51

649           △169         818           △ 20.66

△428         △314         △114         △ 275.43

1,077         144           933           15.43

101           △104         205           △ 50.73

△867         909           △1,776       51.18

△260         921           △1,181       77.98

563           80            483           16.56

貸 出 金 償 却 -             0 0 -       

個 別 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額 563           80            483           16.56

買 取 機 構 宛 債 権 売 却 損 -             -             -             -       

バ ル ク セ ー ル 売 却 損 -             -             -             -       

債権売却損失引当金繰入額 -             -             -             -       

取 引 先 支 援 損 -             -             -             -       

特定債務者支援引当金繰入額 -             -             -             -       

特定海外債権引当勘定繰入額 -             -             -             -       

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等 -             -             -             -       

209           1,051         △842         124.82

△10          △42          32            △ 131.25

21            23            △2           1,150.00

動 産 不 動 産 処 分 益 28            28            -             -       

動 産 不 動 産 処 分 損 7             5             2             250.00

199           1,008         △809         124.59

10            △77          87            △ 88.50

△21          △21          -             -       

210           1,106         △896         123.43

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

うち国債等債券損益（５勘定尻）

経 常 利 益

１４年中間期

業 務 粗 利 益

特 別 損 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

人 件 費

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

特 定 取 引 利 益

そ の 他 業 務 利 益

業 務 純 益（一般貸倒繰入前）

物 件 費

税 金

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

臨 時 損 益

うち株式等損益（３勘定尻）

う ち 不 良 債 権 処 理 額

う ち 不 動 産 売 却 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益
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【連結】

<連結損益計算書ベース> （百万円）

１３年中間期

１３年中間期比

3,026         △608         3,634         

3,034         △361         3,395         

△109         △136         27            

-             -             -             

101           △111         212           

2,462         △416         2,878         

275           △207         482           

-             0 0

732           482           250           

△456         △688         232           

△260         936           △1,196       

-             -             -             

78            36            42            

105           985           △880         

△78          △108         30            

26            875           △849         

11            △77          88            

△21          △21          -             

-             -             -             

36            973           △937         

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）
　　　　　　　　　　　　　　 ＋（特定取引収益－特定取引費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

（連結対象会社数） （社）

3             0 3             

-             -             -             

特 別 損 益

少 数 株 主 利 益

中 間 純 利 益

１４年中間期

連 結 粗 利 益

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

営 業 経 費

貸 出 金 償 却

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

特 定 取 引 利 益

そ の 他 業 務 利 益

貸 倒 償 却 引 当 費 用

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 会 社 数

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

経 常 利 益

株 式 等 関 係 損 益

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

そ の 他
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２．業務純益 【単体】 （百万円、％）

１３年中間期

１３年中間期比

業務純益（一般貸倒繰入前） 649 △169         818 

1,639 18 1,621 

業      務      純      益 1,077 144 933 

2,720 872 1,848 

３．利鞘 【単体】 （％）

１３年中間期

１３年中間期比

資　金　運　用　利　回（Ａ） 2.62          0.21          2.41          

3.16          0.08          3.08          

0.99          △0.05        1.04          

資　金　調　達　原　価（Ｂ） 2.16          0.08          2.08          

0.17          △0.09        0.26          

0.12          △0.40        0.52          

総資金利鞘   （Ａ）－（Ｂ） 0.46          0.13          0.33          

４．有価証券関係損益 【単体】 （百万円）

１３年中間期

１３年中間期比

101 △104         205 

269 △75          344 

0 0 0 

9             8             1             

-             0 0 

158           21 137           

△ 260 921 △1,181       

11 △64          75            

0 △ 5 5

272 △979         1,251         

１４年中間期

１４年中間期

売却益

国 債 等 関 係 損 益 （ ５ 勘 定 尻 ）

（３）

 （イ） 貸 出 金 利 回

（１）

（１）

（２）

 （ロ） 有 価 証 券 利 回

   職 員 １ 人 当 た り（千円）

株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ）

売却益

償還益

売却損

償還損

償却

（２）

 （イ） 預 金 等 利 回

１４年中間期

償却

売却損

   職 員 １ 人 当 た り（千円）

 （ロ） 外 部 負 債 利 回
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５．自己資本比率 

【単体】

(１) 自己資本比率 （％） 6.62 % 0.28 % 1.61 % 6.34 % 5.01 %

(２) Ｔｉｅｒ  Ⅰ 82 4 11 78 71

(３) Ｔｉｅｒ  Ⅱ 25 0 △ 2 25 27

  (イ) 一般貸倒引当金 10 0 △ 2 10 12
  (ロ) 再評価差額金の45%相当額 15 0 0 15 15
  (ハ) 負債性資本調達手段 - - - - -

     (イ)～(ハ)  計 25 0 △ 2 25 27

(４) 控除項目 - - - - -
（他の金融機関の資本調達手段の

  意図的な保有相当額）

(５) 自己資本 (２)+(３)-(４) 107 3 8 104 99

(６) リスク・アセット等 1,626 △ 17 △ 354 1,643 1,980

【連結】

(１) 自己資本比率 （％） 7.19 % 0.26 % 2.13 % 6.93 % 5.06 %

(２) Ｔｉｅｒ  Ⅰ 92 2 18 90 74

(３) Ｔｉｅｒ  Ⅱ 25 △ 1 △ 3 26 28

  (イ) 一般貸倒引当金 10 0 △ 2 10 12
  (ロ) 再評価差額金の45%相当額 15 0 0 15 15
  (ハ) 負債性資本調達手段 - - - - -

     (イ)～(ハ)  計 25 △ 1 △ 3 26 28

(４) 控除項目 - - - - -
（他の金融機関の資本調達手段の

  意図的な保有相当額）

(５) 自己資本 (２)+(３)-(４) 118 2 16 116 102

(６) リスク・アセット等 1,646 △ 39 △ 388 1,685 2,034

６．ＲＯＥ 【単体】

１３年中間期

１３年中間期比

21.43      0.04       21.39      

4.19       4.19       -          

１４年中間期

業務純益ベース

当期利益ベース

（％）

(億円)

14年3月末 13年9月末14年9月末

14年3月末比 13年9月末比

(億円)

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比
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Ⅱ.貸出金等の状況

１．リスク管理債権の状況 

【単体】

破綻先債権額

延滞債権額

３ヶ月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

合　計

破綻先債権額

延滞債権額

３ヶ月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

合　計

【連結】

破綻先債権額

延滞債権額

３ヶ月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

合　計

破綻先債権額

延滞債権額

３ヶ月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

合　計 17.37      

(百万円)

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

17.19      △1.18     △0.18     18.37      

5.43       

0.02       △0.02     △0.02     0.04       

4.83       △0.88     △0.60     5.71       

223,227    

（％）

貸
出
金
残
高
比

1.88       0.08       0.22       1.80       1.66       

10.44      

0.04       

貸出金残高（末残） 196,418    △  1,634  △  26,809 

10.22      

3,580      

99         

3,718      

22,832     

10.80      

38,788     

11,325     12,138     

198,052    

△0.36     0.22       

84         

9,504      

33,775     

55         △29       △  44     

△1,821    △  2,634  

△  5,013  36,385     

20,519     △874      △  2,313  21,393     

4.30       △0.65     △0.01     4.95       

（％）

11.32      

0.04       

18.21      16.65      

0.04       

4.31       

11.94      

1.27       0.97       

11.56      △0.38     0.24       

1.33       0.36       

リ
ス
ク
管
理
債
権

2,620      

22,671     

0.06       貸
出
金
残
高
比

0.02       △0.02     

17.23      △0.98     

50         

197,075    

△1,066    

35,895     

9,758      8,436      

33,779     

14年9月末

14年3月末比

2,509      

23,546     

111        469        

(百万円)

14年3月末

△31       

△2,941    

△2,299    

△46       

△875      

△2,116    

△1,322    

13年9月末

13年9月末比

81         

220,428    △24,468   

36,720     

2,151      

24,970     

96         

9,502      

リ
ス
ク
管
理
債
権

116        △  22     

195,960    貸出金残高（末残） △1,115    

△0.02     

3,696      

0.58       

△2,610    

- 25 - 長崎銀行［説明資料］



２．貸倒引当金等の状況 

【単体】

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

特定海外債権引当勘定

【連結】

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

特定海外債権引当勘定

３．リスク管理債権に対する引当率 

【単体】

【連結】

部分直接償却後 30.28      △1.23     4.55       

1.00       2.42       

31.51      25.73      

14年9月末 14年3月末 13年9月末

40.24      38.82      

14年3月末比 13年9月末比

6,813      

貸倒引当金 10,139     △1,084    959        

2,366      △428      △608      

11,223     

(百万円)

13年9月末14年9月末 14年3月末

14年9月末

14年3月末比 13年9月末比

-          -          -          

1,758      

8,380      △656      1,567      9,036      

2,186      

-          

270        90         

-          -          

特定債務者支援引当金 90         0 △180      

債権売却損失引当金 -          -          

13年9月末比

-          

(百万円)

14年3月末

-          

9,180      

13年9月末

2,402      

貸倒引当金 10,690     △944      △229      11,634     10,919     

14年3月末比

-          

2,733      

8,792      △440      606        9,232      8,186      

1,898      △504      △835      

-          

特定債務者支援引当金 -          -          -          -          -          

-          -          -          

14年9月末 14年3月末 13年9月末

債権売却損失引当金 -          -          -          

部分直接償却前 41.24      

-          -          

（％）

（％）

部分直接償却前 42.39      1.85       2.14       40.54      40.25      

14年3月末比 13年9月末比

31.97      28.15      部分直接償却後 31.65      △0.32     3.50       
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４．金融再生法開示債権 

【単体】

５．金融再生法開示債権の保全状況 

【単体】

貸倒引当金

特定債務者引当金

担保保証等

６．貸出金状況等 

①消費者ローン残高【単体】

うち住宅ローン残高

うちその他ローン残高

注．下段は福岡県内店舗を除いた計数

②中小企業等貸出比率【単体】

７．預金、貸出金の残高【単体】

注．下段は福岡県内店舗を除いた計数

正常債権 165,139    

4,154      

総与信 199,351    △1,430    △25,470   
731        △22,737   

14年9月末

11,983     1,420      511        11,074     

14年3月末比 13年9月末比

10,550     

（％）

消費者ローン残高 51,074     5,088      

81.22      

14年3月末比 13年9月末比

38,580     3,668      3,643      

中小企業等貸出比率 91.18 0.87       △1.90     

14年9月末

37,662     
12,494     

(百万円)

14年9月末 14年3月末 13年9月末

45,986     46,920     

34,937     34,912     
44,508     35,706     

中間期

197,075    

299,323    

283,191    301,257    

220,428    
225,711    

232,566    

225,219    

90.31 93.08

14年3月末 13年9月末

中間期 14年3月期比 13年9月

235,532    
中間期比

14年9月 14年3月期 13年9月

保全額（Ｃ）

（％）
78.22      保全率（Ｃ）／（Ａ） 80.74      △0.48     2.52       

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

14,878     
8,487      

10,845     
危険債権

要管理債権

14年9月末

36,373     

14年3月末比 13年9月末比

34,211     

14年3月末

△2,541    
△1,352    

20,226     
9,599      

△2,162    

9,114      
17,419     △5,348    

△1,112    9,839      

1,731      3,726      7,119      

(百万円)

13年9月末

270        
△665      

36,945     

(百万円)

164,408    187,876    
200,781    

20,182     

224,821    

△1,914    18,933     
90         0 △180      90         

18,268     

14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

28,898     
9,268      △1,251    822        

27,626     △1,916    △1,272    29,542     
8,446      10,519     

合　　計（Ａ） △2,734    

預　金（末残） 238,963    3,431      △60,360   

12,106     1,556      3,240      

49,768     

　　　（平残） 235,763    △47,428   △65,494   

貸出金（末残） 195,960    △1,115    △24,468   

　　　（平残） 194,000    △21,901   △28,443   
176,779    11,873     13,123     164,906    163,656    

8,866      

163,239    179,241    
222,443    215,901    

224,923    

(百万円)

26,839     

5,260      

3,704      

14,062     

10,823     33,958     

16,263     

233,469    

179,502    

4,296      

8,250      

261        

236,862    11,939     

7,758      
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■役職員及び拠点数

①役職員数

14年9月末

11 8 

469 400 

②拠点数

14年9月末

35            34            

-             -             

-             -             

■業績等予想

１４年度業績予想（単体）        (百万円)

１ ４ 年 度 １ ４ 年 度

中 間 期 実 績 予 想

8,310 3,770 7,100 

△ 2,717 209 200 

80 210 100 

1,891 1,077 1,400 

1,597 649 1,300 

2,846 135 610 

注．貸出金関係損失は、一般貸倒引当金繰入額＋個別貸倒引当金繰入額＋特定債務者支援引当金繰入額

貸 出 金 関 係 損 失

経 常 利 益

当 期 純 利 益

業 務 純 益

業 務 純 益 （ 一 般 貸 倒 繰 入 前 ）

経 常 収 益

14年3月末

役 員 数

１ ３ 年 度

実 績

従 業 員 数

14年3月末

国 内 本 支 店

海 外 支 店

海 外 現 地 法 人
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○従業員数、店舗数

【単体】

○信用保証協会付き融資

【単体】

○個人・法人預金の種類別内訳

【単体】

 うち流動性預金

 うち定期性預金

 うち流動性預金

 うち定期性預金

 うち流動性預金

 うち定期性預金

注．下段は福岡県内店舗を除いた計数

○個別貸倒引当金・一般貸倒引当金純繰入額の実績及び期初の見通し額

【単体】

特定債務者支援引当金純繰入額 -          -          △90       

融 資 残 高

う ち 特 別 保 証 枠 分 3,745      △1,020    

11,832     △1,103    

14年9月末 14年3月末 13年9月末

4,765      7,606      △3,861    

△5,141    

14年3月末比 13年9月末比

16,973     

13年9月末

(百万円)

(百万円)

12,935     

　個　人　預　金（末残） 191,619    6,087      △41,860   

14年9月末 14年3月末

14年3月末比 13年9月末比

185,532    233,479    

29,989     △2,746    △750      32,735     30,739     

16,390     183,368    173,516    

　法　人　預　金（末残） 31,865     △3,415    △18,800   

202,740    

9,171      10,274     151,023    149,920    

161,629    8,833      △41,111   152,796    

22,739     

11,293     △1,518    △16,632   12,811     27,925     

20,571     △1,897    △2,168    22,468     

12,610     

14,720     15,178     

3,389      1,280      1,950      2,109      1,439      

13,739     12,089     

14年3月末比 13年9月末比

469        △69       △104      

14年9月末 14年3月末 13年9月末

(人、店舗)

504        

35         44         △1        △10       

△521      △1,650    

従 業 員 数 400        

店 舗 数 34         

　そ　の　他　預　金（末残） 15,479     759        301        

平成１４年度
上 期 実 績

平成14年度上期
期初見通し額

平成１４年度
予　　　　想

(百万円)

個別貸倒引当金純繰入額 563        400        800        

一般貸倒引当金純繰入額 △428      -          △100      

12,089     △521      △1,545    12,610     13,634     

189,906    

29,711     

160,194    

31,477     

20,333     

11,143     

15,479     

3,389      

6,538      

△2,633    6,116      32,344     23,595     

35,280     50,665     

△1,557    4,537      21,890     15,796     

△3,011    △4,981    34,488     36,458     

△1,455    △9,518    12,598     20,661     

770        530        14,709     14,949     

1,291      2,075      2,098      1,314      

- 29 - 長崎銀行［説明資料］




